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 課題別研修「労働安全衛生政策向上-制度構築から具体的対策まで-」

 技術協力プロジェクト

 ヨルダンの労働安全衛生に対する技術協力

 イラクの労働安全衛生に対する技術協力

 その他

 カンボジア・産業界のニーズに応えるための職業訓練の質向上プロジェクト
（JICA協力）への短期派遣専門家（ゼロ災・KY（危険予知）等労働安全衛生）派遣

カンボジア・産業界のニーズに応えるための職業訓練の質向上プロジェクト （JICA協力）への短期派遣専門家（ゼロ災・KY（危険予知）等労働安全衛生）派遣

https://www.jica.go.jp/project/cambodia/018/index.html










APOSHO年次会議の
日本開催について



アジア太平洋地域の

労働安全衛生団体が日本へ！

2021年のAPOSHO年次会議が

1989年以来、32年ぶりに日本で開催



APOSHOホームページ



APOSHO（Asia Pacific Occupational 

Safety and Health Organization アジ
ア太平洋労働安全衛生機構）とは、
アジア太平洋地域を中心とした各
国・地域の労働災害防止団体、安全
衛生団体が加盟して組織している団
体です。



APOSHOの目的

アジア太平洋地域の安全衛生
団体による安全衛生の推進に
ついての情報交換と相互理
解・協力を目的としています。



APOSHOの活動
① 年に1回、4日間程度の会期で年次会議を会員団体持ち回りで開
催しています。常設事務局は存在しません。

② 会員のみを対象とした会議においてはアジア太平洋地域の安全
衛生を推進するために以下のような事項について議論を行っていま
す。

・ APOSHO会員の拡大

・ APOSHOの安全衛生活動の活発化

・ウェブサイトを通じた安全衛生情報の発信

・マネジメントシステムの普及による安全衛生の推進

③ 会議の2日目及び3日目に、一般の方も参加可能な安全衛生につ
いての研究発表を行っています。



APOSHOの歴史

・1985年8月に創設
・日本（中災防）は1986年に加盟
・現在、正会員は日本の中災防を含め、14
の国と地域から、27団体が加盟しています



APOSHOの会員
・APOSHO正会員は、アジア太平洋地域の安全衛生に関
する非政府、非営利の団体でなければならない。

・１４の国と地域から２７の安全衛生団体が正会員と
して加盟しています。

・正会員とは別に、２団体が準会員が認められている。

・アジア太平洋地域以外の国・地域（アメリカ、イギ
リス、ドイツなど）の安全衛生団体も関係団体として
９団体が加盟しています。



APOSHOメンバー（その１）
団体名（仮訳） 略称 活動内容 会員

オーストラリア災害防止基金 IFAP 安全衛生教育の実施、安全衛生コンサルテーション 正会員

オーストラリア全国安全評議会NSCA 安全衛生教育の実施、安全衛生情報の提供 正会員

中国安全生産協会 CAWS 安全生産調査研究、安全生産情報提供、安全文化の普及促
進及び教育訓練、安全生産のコンサルティングサービス

正会員

中国職業安全健康協会 COSHA 安全衛生促進、安全衛生教育、安全衛生資格、安全衛生研
究

正会員

中国中鋼集団安全環境保護研究
院

SEPRI 労働安全衛生環境研究 正会員

香港労働安全衛生協会 IOSH-HK 安全衛生訓練、安全衛生教材、安全衛生研究 正会員

香港職業安全健康局 HKOSHC 安全衛生当局、安全衛生政策、安全衛生訓練、安全衛生広
報

正会員

香港職業安全衛生協会 HKOSHA 安全衛生コンサルタント、安全衛生指導、安全衛生広報誌 正会員

中華民国工業安全衛生協会 ISHA 安全衛生教育、技術サービス、作業環境測定、安全衛生教
材出版、ISO45001認定

正会員



APOSHOメンバー（その２）
団体名（仮訳） 略称 活動内容 会員

インド全国安全評議会 NSCI 安全衛生コンサルタント、安全衛生教育 正会員

労働安全衛生能力認定研究所：
インドネシア

ICCOSH 安全衛生能力についての試験の実施と認定書の発行 正会員

インドネシア全国安全衛生評議
会

NSHCI 安全衛生教育、安全衛生意識の高揚 正会員

中央労働災害防止協会：日本 JISHA 安全衛生教育、安全衛生技術提供、安全衛生情報提供、安
全衛生意識の高揚、作業環境測定

正会員

韓国産業安全保健公団 KOSHA 業種別災害防止計画、安全検査、機械安全認証、
OHSAS18000認証、安全意識高揚、調査研究

正会員

韓国産業安全協会 KISA 安全衛生教育、安全衛生技術提供、安全衛生診断、安全点
検、建設災害防止技術指導

正会員

マレーシア労働安全衛生協会 MSOSH 安全衛生教育、安全衛生情報提供、安全衛生表彰 正会員

国立労働安全衛生研究所：マ
レーシア

NIOSH 安全衛生調査研究、安全衛生情報提供 正会員

マレーシア労働安全衛生専門家
協会

MOSHPA 安全衛生専門家の支援、安全衛生情報提供、安全衛生意識
高揚

正会員



APOSHOメンバー（その３）

労働安全衛生マネージメント協
会：モーリシャス

IOSHM 労働安全衛生の促進、安全衛生教育、安全衛生のネット
ワークの構築

正会員

フィリピン安全管理者協会 ASPPI 安全衛生専門家の支援、認定、安全衛生意識高揚 正会員

フィリピン職場安全推進協会 WASPI 安全衛生大会、安全衛生表彰 正会員

フィリピン安全協会 SOPI 労働災害防止、労働災害保険、安全衛生教育 正会員

シンガポール全国安全評議会 NSCS 安全衛生教育、安全衛生用品販売 正会員

シンガポール安全管理者協会 SISO 安全衛生専門家の支援、安全衛生教育 正会員

タイ職場安全衛生推進協会 SHAWPAT 安全衛生教育、作業環境測定、安全衛生用品販売、安全衛
生意識の高揚

正会員

ベトナム労働安全衛生協会 VOSHA 安全衛生のネットワークの構築、安全衛生教育 正会員

ベトナム国立労働安全衛生研究
所

VNNIOSH 安全衛生調査研究、安全衛生教育、作業環境測定 正会員

団体名（仮訳） 略称 活動内容 会員



APOSHOメンバー（その４）
団体名（仮訳） 略称 活動内容 会員

ブルネイ開発省建設庁 ABCI ブルネイ開発省建設庁（公官庁）、建設安全行政 準会員

マカオ労働局 LAB マカオ労働局（公官庁）、労働安全衛生行政 準会員

ドイツ法定災害保険 DGUV 安全衛生教育、労働災害保険、労災医療、安全衛生調査研
究

関係団体

労働安全衛生作業環境協会：イ
ンドネシア

SOSHWE 作業環境測定 関係団体

安全衛生環境マネージメント研
究所：モーリシャス

ISHEM 安全衛生環境マネージメント 関係団体

労働安全衛生協会：イギリス IOSH 安全衛生専門家の支援、安全衛生教育 関係団体

アメリカ安全評議会 NSC 安全衛生教育、安全衛生雑誌発行 関係団体

認定安全専門家評議会：アメリ
カ

BCSP 安全衛生専門家の支援、認定、安全衛生教育 関係団体



APOSHOメンバー（その5）
団体名（仮訳） 略称 活動内容 会員

世界安全機構：アメリカ WSO 安全衛生専門家の支援、認定 関係団体

アメリカ産業衛生協会 AIHA 産業衛生専門家学会 関係団体

アメリカ安全技術者協会 ASSP 安全衛生専門家の支援、安全衛生教育 関係団体



海外進出日系企業の現地従業員の安全衛生教育の実施
安全衛生診断
作業環境測定
安全衛生専門家の紹介
現地の最新の安全衛生事情
など

APOSHOの会員団体の活用の可能性

海外進出日系企業の安全衛生水準の向上、災害発生ゼロへ



APOSHO会議の開催状況（その１）

第1回 シンガポール（1985年9月）

第2回 香港（1986年9月）

第3回 オーストラリア(1987年9月)

第4回 日本（1988年9月）

第5回 日本（1989年9月）

第6回 シンガポール(1990年12月)

第7回 中国（北京）（1991年10月）

第8回 中国（西安）（1992年9月）

第9回 インドネシア（1993年9月）

第10回 マレーシア（1994年9月）



APOSHO会議の開催状況（その２）

第11回 インド（1995年11月）

第12回 オーストラリア（1996年5月）

第13回 香港（1997年4月）

第14回 韓国（1998年4月）

第15回 フィリピン（1999年10月）

第16回 モーリシャス（2000年4月）

第17回 台湾（2001年9月）

第18回 ベトナム（2002年10月）

第19回 マレーシア（2003年9月）

第20回 中国（北京）（2004年9月）



APOSHO会議の開催状況（その３）

第21回 インドネシア（2005年9月）

第22回 タイ（2006年5月）

第23回 シンガポール（2007年11月）

第24回 韓国（2008年7月）

2009年は中止

第25回 モーリシャス（2010年4月）

第26回 オーストラリア(2011年11月）

第27回 フィリピン（2012年9月）

第28回 インドネシア（2103年10月）

第29回 タイ（2014年7月）



APOSHO会議の開催状況（その４）
第30回 韓国（2015年6月）世界大会と近接開催

第31回 インド（2016年4月）

（中間会議）タイ（2016年12月）

第32回 シンガポール（2017年9月）世界大会と近接開催

第33回 香港（2018年予定）

第34回 中国（COSHA）（2019年予定）

第35回 マレーシア（2020年予定）

第36回 日本（JISHA） (2021年予定）

第37回 オーストラリア（NSCA）（2022年予定）



2017年9月APOSHO（シンガポール）











2018年12月APOSHO（香港）



誰でも参加できます！



日本での年次会議の開催（その１）

① 第4回（1988年）及び第5回（1989年）の年次
会議を日本で開催。

② 第36回（2021年）に32年ぶりに年次会議を日
本で開催することとしました。

③ 2021年の年次会議においては、アジア太平洋
地域における労働安全衛生上の日本の存在意義を
高めるとともに、日系企業をはじめ、同地域の安
全衛生水準の向上等につなげる会議にしていく予
定です。



日本での年次会議の開催（その２）

④ 具体的には、ISO45001に日本独自の安全衛生活動等を
反映させた日本版マネジメント規格について情報発信する
ほか、最先端の日本製保護具の展示等日本の知見を紹介す
ることとしています。さらに、参加する日本企業関係者の
メリットとして、

ⅰ各国の安全衛生制度に関する最新情報の提供

ⅱ海外の安全衛生団体との関係構築

ⅲ海外進出日系企業間のネットワーク構築

の機会を積極的に設けることとしています。

2021年APOSHO年次会議の日本での開催の成功に向けて、
みなさまのご協力をお願いします。



御静聴まことに
ありがとうござ
いました。


